
月の見え方（観察）実験図【「１教室で８班が実験」を上から見た図】２４人８グループの学級の場合 

               光源（太陽）から放射線状に線を引き（すずらんテープ等で）、光源（太陽）と地球（児童）の位置関係をはっきりさせる。 

                               ↓ 

       

                           ○ ○                            は机 

                           ○            ○ ○ ○ 

             ○          

             ○                      

             ○        （児童１～３人）                          は記録用紙 
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                    ○ ○                                                                                     は月の代わりのボールと動かし方 
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光源と机の距離は 約４ ｍ 
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○ ○ ○ 

○   ・光源と月の代わりのボールは旗立て等に取り付ける。（約１ｍの目高さ） 

                               ○ ○ 

※月が、新月から満月に動く位置（上図）にある側から観察・記録する。 

※この側の観察・記録が終わったら反対側に動き満月から新月に動く位置側を観察・記録する。 


